
【回復期リハビリテーション病棟から】 

 

今年 1月、東京で実施された「回復期リハビリテーション看護師認定コース」に当院回復期リハビリ病棟

の看護師が参加し、研修を終了しました。その研修内容から、『今後病棟で生かしたい』と 3 つの提案があ

りました。 

①ADL（日常生活動作）全体に介助が必要でも、リハビリの評価に基づいた、患者さんにとって必要な援

助を実践できるようにする。②食事に関して、患者が本当に望んでいることは何かを把握して、安全に食事

摂取が可能となるように取り組んでいく。③排泄パターンを把握するためのアセスメント（評価）を行い、

失禁や排尿に関する対策を立案していく。 

これらは、いずれもリハビリや栄養士、他部門との連携強化が大切となります。また、食事と排泄面を充

実させることは、患者さんやご家族の喜びにもつながりやすいと考えます。 

回復期病棟でリハビリを行うことにより、少しでも患者さんやご家族の希望に添った 

退院に向けての援助ができるよう、日々努力していきたいと思います。 

                               

看護主任 芳野 智子 

在宅復帰率は 80％以上で安定しています。 

過去 3か月間に退院された方のうち、家庭へ退院された方は 60％、施設入所された方は 24％でした。

在宅サービスや施設サービスをご利用される方のうち、57％の方が当法人関連のサービスをご利用され

ています。 

患者さんやご家族は「当法人の関連サービスを利用したい。充実しているし、自宅から近い。」と、ご

希望を多く頂きますが、あくまでも『幅広いサービスの中の一部』としての情報提供を心がけています。 

医療法人慈孝会 福角病院 

地域連携室です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【回復期リハビリテーション病棟 入退院状況 （2019.1月末現在）】 

 

①退院許可から当院転院までの平均日数（過去 3か月間）… 6日 

②在宅復帰率（過去半年間）……………… 83% 

③疾患別割合（１2月）……  脳血管      58％ 

                  運動器      30％ 

廃用症候群  ７％ 

 

☆診療情報提供書を確認させて頂きましたら、医師等と受け入れについて速やかに検討し、 

お返事をさせて頂きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 



【事務局からこんにちは】 

事務というと「書類やパソコンに向かい、難しい顔をしていて声をかけづらい！」とお思いではないで

しょうか。 

 皆様のご要望に応えるために必要な手続きや取次ぎを行います。お見舞いの方へのお部屋案内、各種診

断書作成の受付、外来受診の予約受付、内容に応じた職員への取次ぎ等々…困ったことや疑問があれば、

何でもご相談ください。 

 

 当院外来についてご紹介いたします。 

 当院外来では、内科・外科・神経内科・消化器外科・脳神経外科・形成外科 

リハビリテーション科を専門としています。また、総合病院への紹介状も作成 

しています。受診の際は、お気軽にお越しください。まずお電話にてご相談頂いても 

結構です。 

お待ちしております。 

 

 

 

 

 

 

 

【在宅サービスのご紹介】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

                                         

相談員：辻中聡美・正木新太郎・松本詩織（回復期リハビリ病棟） 

和田千佳（医療療養病棟）  

看護師：三井稲子・上岡かよ子 

ケアマネ：平田美穂子（居宅介護支援事業所『福角の里』兼務） 

理学療法士：川口有里子（訪問看護ステーション『福角』兼務） 

代表：黒河文博 

 

☎地域連携室  089（978）7756 ※Fax 兼用 


